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                                                               桶川市立加納小学校 

校長   西納 聡 

 

１ めざす学校像   

「和」を大切にする加納小学校 

 

２ 評価結果  

領

域 
№ 評価項目 

自己評価 学校関係者評価または学校運営

協議会における評価 評価 説明及び学校の考え 

組

織

・ 

運

営 

２ 

学校は、職員の共通理解、共

通行動をもとに、学級経営

を進め、その後の振り返り

を行い、検証・改善に取り組

んでいる。 

Ｂ 

3.2 

学級の課題を担任が一人

で抱え込まないよう、学年会

議等の時間を中心に、情報連

携と共通行動を心がけ、実践

につなげてきた。 

 

・他学年のことでも校内で起こってい

ることは共通理解していきたい。たま

に人伝いに聞いて知ることがあるよ

うに思う。 

５ 

学校は、事故やトラブルに

対して組織的に迅速に対応

できる体制を整えている。 
Ａ 

3.5 

児童理解委員会等を活用

し、組織的に課題解決、児童

理解に努めた。必要に応じ

て、管理職、保護者、担任等

を交えて話し合いをもち、迅

速な対応に努めた。 

 

・各種マニュアルが設定されていてよ

い。 

 

確

か

な

学

力 

６ 

学校は学力の向上を目指

し、児童の実態に基づいて、

学び合いや少人数等の学習

形態を工夫するといった授

業改善に努めている。 

 

Ｂ 

3.3 

埼玉県学力・学習状況調査

の検証結果に基づき児童の

実態を明らかにし、基礎・基

本の定着とともに、学び合い

を通じた主体的な学習を実

現できるよう研究を進めた。 

 

・TT や少人数指導は、子供の理解に合

わせていると感じよい取り組みだと

思う。 

７ 

学校は学習規範（落ち着い

た態度、礼、返事、話をしっ

かり聞く、手悪さをしない、

忘れ物をしない。…など）を

定めて授業を進めるなど、

共通理解のもと指導にあた

っている。 

Ｂ 

3.1 

「加納小みんなのやくそく」

をもとに学習規律等、全教職

員で共通理解を深め、共通指

導をした。 

 また、「加納小みんなのや

くそく」の内容について、見

直しの機会をもった。 

・児童は落ち着いていて、集中して学

習していると感じた。 

生

徒

指

導

・ 

教

育

相

談

・ 

特

別

支

援

教

育 

９ 

学校は、豊かな心の育成に

努めるとともに、いじめや

問題行動を見逃さずに解決

に向けて取り組んでいる。

（生活アンケート、個別指

導等） 

Ａ 

3.5 

日々の指導や、定期的なア

ンケートの結果等から児童

の変容を見逃さないように

努め、必要に応じて組織的に

個別指導を行った。その他、

道徳の授業の充実、教科指導

や全校朝会・学年集会等の全

教育活動で人権尊重の感覚

を育成する機会を設けた。 

 

・問題行動の発見と解決に関しては、

速やかに対応されている。 

・全体的に子供たちによく目が行き届

いている。 

 

１０ 

学校は、規範意識に対して、

全職員の共通理解・連絡調

整・確認が図られ、組織的な

指導が行われている。（児童

理解委員会等） 

Ｂ 

3.3 

毎月全校共通の生活目標

を提示し、各学年・各学級と

もその目標達成に向けて取

り組んでいる。個別の事案に

ついてケース会議を積極的

に実施していく。 

・授業参観や運動会等をみても、児童

はルールを守り、仲良く楽しんでいる

姿が見られた。良いと思う。 



健

康

・

体

力 

１１ 

学校は、児童の体力向上に

向け、元気タイムの計画、授

業の年間指導計画を立て、

実施している。 

Ａ 

3.5 

体育館にエアコンが設置

されたため計画的に授業を

実施することができた。 

・たくさん運動して体力をつけてほし

い。 

 

１２ 

学校は、学級での給食指導

が適切に行われ、食に関す

る意識を高めようとしてい

る。 

 

Ｂ 

3.3 

栄養技師、養護教諭を中心

として食物アレルギーへの

対応をきめ細かく行った。 

黙食をやめたことで、楽し

く会食する姿が見られるよ

うになった。校内放送による

食育を毎日実施している。 

 

・給食指導に関して、学校として把握

し、再度見直しがあっても良いかと思

う。 

学

習

環

境 

１３ 

学校は、温かさと潤いのあ

る学ぶ環境作り（明るくあ

いさつを交わす、歌声が響

く、清掃が行き届いている、

掲示物等が整えられている

など）を組織的に進めてい

る。 

Ｂ 

3.2 

 音楽朝会を参集型で実施

することができた。 

 様々な環境整備について

も学校、保護者、地域が連携

し子供たちの学ぶ環境を整

えることができた。 

・児童とすれ違うと元気なあいさつが

あり、温かい気持ちになった。 

１４ 

学校は、教材備品を充実整

備し、学習環境の充実を図

っている。（各教科等） 

 
Ｂ 

3.0 

教材室の整備を行い、より

活用しやすく分類・表示を行

った。 

多くの教材備品の代用品

として ICT機器が大きな役割

を果たしているものの、接触

不良など、耐用年数等の関係

から新たに整備の必要な備

品が出てきている。 

・修理や新規購入を依頼してほしい。 

・予算が少ない中でも、児童の安全上

の修繕などは行ってほしい。 

教

職

員

の

資

質 

の

向

上 

１５ 

学校は、教職員一人一人の

自覚を促し、教育公務員と

して服務規律を遵守し、保

護者・地域の信頼を築くよ

う努めている。 

 

Ａ 

3.4 

教職員倫理確立委員会を

はじめとし、校内研修会等、

状況に応じた服務等につい

て学ぶ機会を設け、教職員事

故防止について確実な取り

組みを行った。 

・今までの良き習慣を守りつつ、新し

いことにもチャレンジしてほしい。 

１６ 

学校は、教職員の指導力向

上に計画的・組織的に取り

組んでいる。 

 

 

Ｂ 

3.3 

授業公開週間を通じて、相

互に授業を見合ってスキル

アップを図る取り組みを活

性化させるのが課題である。 

・児童のためにこれからも尽力してほ

しい。 

家

庭

・

地

域

と

の

連

携 

１７ 

学校は、学校だよりやホー

ムページ等、また参観の機

会を設けるなどして、積極

的に教育活動を公開し、情

報提供している。 Ａ 

3.6 

ホームページには学校で

の児童の様子が分かるよう

に写真等を掲載し保護者、地

域の方々に毎日教育活動を

公開した。 

E-メッセージを通じて、防

犯だけではなく、PTA とも連

携して必要な情報や行事等

のお知らせなどを配信した。 

 

・ホームページに子供たちの活動が載

っていて、どんなことを行っているか

が、よく分かって良い。 

１８ 

学校は、保護者や関係者等

と連携し、通学路の危険箇

所の確認等地域の安全、児

童への安全対策が適切に行

われている。 

Ｂ 

3.5 

定期的な下校指導・通学班

指導に加え、交通指導員、安

全ボランティア、PTA 等の方

々にご協力いただき、見守り

を行った。また、防犯懇談会

を開き、児童の安全確保につ

いて話し合いをもった。 

・引き続き交通安全指導をお願いした

い。 

 

 


